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《p.16 注意 2.9の 1行目》 A =
∞∑
n=1

(−1)n−1

n2
とする．分子は n乗では

なく n− 1乗．
《p.16 注意 2.10の 3行目》 定理 2.1の仮定 (2)ではなく仮定 (1)．
《p.24 1行目と 3行目》 ξ を k とする．
《p.72 (9.20)》 φ′(x) ではなく φ′(0)．

《p.206 例 23．6》 ∂2g1

∂x
2

1

において，∂x
2

1の上付き添字が小さすぎるし，

位置がおかしい．∂2g1
∂x2

1

とする．
(LaTeX に興味のある人のための注：x_{1}^{^{2}} を x_{1}^{2} に
直す．)

《p.207 例 23．6の続き》最後のベクトルに ∂2g1

∂x
2

1

があるので，前ペー
ジと同様に直す．
《p.235例題 25.7》独立変数が xのところと zのところがあるので，ど
ちらか片方に統一するべきである．zに統一し，直したところを赤字に
すると次のようになる．

問題文
d

dz
F (α, β; γ; z) =

αβ

γ
F (α+1, β+1; γ+1; z) であることを示せ．

1



解
d

dz
F (α, β; γ; z) =

∞∑
n=0

(α)n(β)nn

(γ)nn!
zn−1 =

∞∑
n=1

(α)n(β)n
(γ)n(n− 1)!

zn−1

=
∞∑

m=0

(α)m+1(β)m+1

(γ)m+1m!
zm =

αβ

γ

∞∑
m=0

(α + 1)m(β + 1)m
(γ + 1)mm!

zm

=
αβ

γ
F (α + 1, β + 1; γ + 1; z).

《p.244 下から 3行目》 dℓ−m+k+1

dxℓ−m+k+1
を dℓ−m+k

dxℓ−m+k
とする．

《p.298 問 35.1 3行目》 log cosh g となっているところを log g とする．
《p.330 最後の行》 1− r2 cos 2θを 1 + r2 cos 2θ とする．
《p.343 2行目》 Bourdanではなく Bourdon.

《p.345 [LL]》 relativistic とする．(aと iが一部入れ替わっている)

《[Teschl]》 Schrödinger の rが抜けている．


